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戦
後
八
〇
年
を
迎
え
た
今
年
、
私

た
ち
は
未
来
の
世
代
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
世
界
を
残
す
た
め
に
、
「
仏

さ
ま
の
声
を
き
く
〜
生
き
と
し
生
け

る
も
の
の
平
和
の
た
め
に
〜
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
戦
後
八
〇
年
全

戦
没
者
長
崎
教
区
追
悼
法
要
を
勤
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
七
月
四
日
（
金
）
十
三

時
ご
門
主
様
ご
臨
席
の
下
、
邊
春
真

乗
長
崎
教
区
教
務
所
長
が
「
戦
後
八

〇
年
全
戦
没
者
長
崎
教
区
追
悼
法

要
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
の
挨

拶
を
し
、
本
願
寺
派
総
長 

園
城
義
孝

様
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
三
時
十
分
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

し
て
今
回
の
法
要
の
コ
ン
セ
プ
ト
動

画
が
朗
読
と
と
も
に
映
写
さ
れ
ま
し

た
。
戦
後
の
記
憶
と
私
た
ち
へ
の
問

い
か
け
が
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
ま

と
め
て
あ
り
ま
し
た
。
映
写
終
了

後
、
会
場
が
暗
転
し
一
筋
の
光
が
名

号
を
照
ら
し
出
し
ま
し
た
。
静
か
に

雅
楽
が
奏
で
ら
れ
、
導
師
の
教
務
所

長
と
結
衆
の
方
々
に
よ
り
厳
か
に
法

戦
後
八
〇
年
全
戦
没
者
長
崎
教
区
追
悼
法
要
御
礼

要
が
勤
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご

門
主
様
の
お
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
こ

の
度
の
法
要
の
意
義
を
参
拝
者
に
お

示
し
下
さ
い
ま
し
た
。

　
十
五
時
か
ら
芥
川
賞
作
家
で
長
崎

在
住
の
青
来
有
一
さ
ん
の
記
念
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
十
六
時
か
ら
閉
会

式
を
し
、
法
要
の
テ
ー
マ
を
考
案
し

て
下
さ
っ
た
仏
教
青
年
連
盟
中
央
委

員
長
の
近
藤
翔
真
さ
ん
へ
表
彰
状
を

授
与
し
ま
し
た
。
恩
徳
讃
斉
唱
の
あ

と
、
閉
式
の
言
葉
が
あ
り
ご
門
主
様

ご
退
出
を
拍
手
で
お
見
送
り
し
、
無

事
に
法
要
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
私
は
閉
式
の
挨
拶
で
、
私
た
ち
の

行
動
の
基
で
あ
る
「
御
恩
報
謝
」
の

意
味
を
前
門
様
の
お
言
葉
か
ら
「
恵

み
に
こ
た
え
る
」
こ
と
で
あ
る
と
話

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
の
法
要
に
一
年
前

か
ら
ご
尽
力
下
さ
っ
た
各
寺
院
並
び

に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
出

席
下
さ
っ
た
門
信
徒
の
方
々
に
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

へ
ば
る

実
行
委
員
長

（
諫
東
組
　
浄
真
寺
前
住
職
）

藤
川
　
秀
昭



　
高
岡
か
ら
長
崎
ま
で
は
電
車
で
約
七
時
間
か
か
り
ま
す
。
一
日
移

動
に
費
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
な
か
な
か
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
長
崎
に
中
央
委
員
の
ご
縁
で
初
上
陸
出
来
た

こ
と
、
こ
う
し
て
教
区
報
の
記
事
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
現
実
、
つ
く

づ
く
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
な
あ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
八
〇
年
前
も
、
ま
さ
か
自
分
が
命
を
落
と
す
な
ど
想
像
も
し
な

か
っ
た
方
が
大
半
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
会
場
が
暗
転
し
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
お
名
号
が
く
っ
き
り
と

浮
か
び
上
が
る
中
で
始
ま
っ
た
追
悼
法
要
。
行
事
鐘
の
鳴
る
厳
か
な

空
間
、
会
場
後
方
か
ら
参
拝
席
を
通
り
法
中
方
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

る
演
出
、
平
和
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
、
力
強
い
素
晴
ら
し
い
お

勤
め
で
し
た
。

　
記
念
品
と
し
て
い
た
だ
い
た
ひ
ま
わ
り
で
す
が
、
帰
宅
し
て
か
ら

種
を
植
え
、
毎
朝
水
を
や
り
な
が
ら
観
察
し
て
い
た
時
間
は
小
学
生

に
戻
っ
た
か
の
よ
う
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
連
日
の
猛
暑
や
警
報
級

の
大
雨
で
何
度
も
枯
ら
し
か
け
ま
し
た
が
、
無
事
に
咲
い
て
く
れ
た

と
き
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
邊
春
所
長
に
連
絡
。
そ
の
節
は
一
緒
に
喜

ん
で
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
長
崎
の
皆
さ
ま
の
お
聴
聞
の
姿
と
優
し
さ
に
触
れ
、
新
し
い
人
脈

の
広
が
っ
た
こ
の
法
要
。
人
生
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ

そ
、
毎
日
後
悔
の
な
い
よ
う
に
、
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

法
要
に
参
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し
て

高
岡
教
区
　
仏
教
青
年
連
盟
委
員

宗
派
仏
教
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連
盟 
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桜が散り、新緑が芽吹く4月17日、長崎教区仏教青年
連盟では戦後80年全戦没者長崎教区追悼法要の関連事業
として『Peace Education Lab』のフィールドワークに参
加しました。
当日は曇り空で小雨が降る中、長崎の若者であり、ガ
イド役を務めてくださる「バディ」との初対面を迎えま
した。お互いに自己紹介を済ませ、いよいよフィールド
ワークが始まりました。まず訪れたのは「爆心地公園」
です。そこでは、空に向かって聳え立つ「落下中心地標
柱」や、当時の様子を今に伝える「被爆当時の地層」に
ついて説明を受けました。その後、横断歩道を渡り「平
和公園」へと移動しました。途中の「旧松山町防空壕
跡」では、バディの指導のもと防空壕の傍で空襲時に身
を守る姿勢（円形になり頭を抱えてしゃがみ込み隣の人
と肩が触れ合うまで密集）をとりました。さらにバディ
のスマートフォンから当時の空襲警報の音が流れ、当時
の恐怖を疑似体験しました。平和公園に着いてからは、
「平和の泉」や各記念碑を巡りながら協働学習を行い、
最後に「平和祈念像」の前で、それぞれの想いを共有し
ました。
私が特に心に残ったのは、「爆心地公園」での体験で
す。バディから原爆投下前の詳細な地図（店名なども記

載）を示されながら、「この一帯は当時、商店が立ち並
び、何でも揃う一等地のような場所だったのです」と説
明を受けました。その瞬間、私は思いました。――私が
今立っているこの場所で、原爆投下の直前まで多くの
人々が日常の暮らしを営んでいた。買い物をし、働き、
診療を受け、笑顔で語らい、家族と共に平凡な生活を
送っていた。そう、今の私の生活と何ら変わりない。そ
の当たり前の営みが、一瞬にして奪われ地獄へと変わっ
たのだ――。そう思うと胸が締めつけられるようでし
た。
「平和祈念像」の右手は「原爆の脅威」を示していま
すが、その脅威はいまなお消えることなく、むしろ拡大
していると感じます。もちろん、私ひとりの力で世界を
変えることはできません。
しかし、原爆の歴史を学
び、自らの想いを発信し、
まずは自分の心から平和を
広げていこう――そう強く
感じた１日となりました。

教区仏教青年連盟委員長
（長崎西組　金徳寺）
水　上　　恵

総会研修会2025年度教区仏教青年連盟

　長崎教区少年連盟では5月10日、「ピースサンガ」を
開催。子ども23人含む34人が参加しました。7月4日に営
まれた「戦後80年全戦没者長崎教区追悼法要」の関連事
業として行い、子どもたちとともに、あらためて平和に
ついて考える機会となりました。
　午前は、長崎組教宗寺の本堂を会場に、持ち寄った使
用済のロウソクでキャンドル作りを行いました。器に、
色とりどりの削ったクレヨンを入れ、スタッフが溶かし
たロウソクを注ぐと、オリジナルキャンドルが完成しま
す。子どもたちは、アロマオイルを入れるなど、自分だ
けのキャンドル作りに夢中でした。
　終了前に、スタッフが「キャンドルの火は命の輝きで
もあり、その火はこれからの平和をつなぐバトンのよう
なもの」と話すと、子どもたちは作ったキャンドルを新
聞紙に包み、大切にカバンへしまっていました。
　昼食後、長崎市の爆心地を訪れ、平和学習を行いまし
た。
　案内をしてくださったのは、長崎で平和をテーマに学
習活動やイベントを行っている「Peace Education Lab 」
のスタッフの皆さん。子どもたちと、原爆が投下された
地点に立つ「原爆落下中心地」をはじめ、近くの防空壕
や平和公園などを巡りました。

教区仏教少年連盟委員長
（佐世保組　善定寺）
小　野　真　世

ピースサンガ

　各所での説明は、原爆の恐ろしさや当時の悲惨な状況
を伝えるもの。慰霊碑の前で、「原爆で亡くなられた方
は7万人を超える」という説明を聞き、子どもたちは真
剣な表情で耳を傾け、当時の様子に思いを巡らせている
姿が印象的でした。また、各所を巡りながら、ガイドの
方はスケッチブックに書いた問いを子どもたちに投げか
けました。
　平和記念公園前の「平和の泉」では、水を飲みたくて
も油の浮いた水しかなく、それを飲んだ少女の手記を紹
介。「もしも、当時助けを求められたら、自分ならどう
しただろう？」という問いかけに、子どもたちはしばら
く無言になりつつも、「助けることはできないかもしれ
ないけど、放っておくのもきつい」「自分にできること
はしてあげたい」など、それぞれの心の奥から出てくる
言葉を紡いでいました。
　戦後90年という時を迎える頃には、戦争を実際に体験
した方はほとんどいなくなり、語り継ぐ人も少なくなっ
ていくと思います。だからこそ、こうした機会を通し
て、今の子どもたちが平和の大切さを心に刻み、未来へ
とつなげていくことがますます重要になっていくと感じ
ました。今ある平和に感謝しつつ、子どもたちの笑顔が
失われない世界を願う、そんな行事となりました。

『Peace Education Lab』…「価値観を変える学習体験を提供し、人
と社会の変化を育む」ことを目的に、長崎で平和学習を行っている団

体。創業者の林田光弘さんは、2024年12月に日本被団協の一員とし

てノーベル平和賞に参加されたほか、FM長崎の番組「Sunr ise 

Station」（毎朝7時30分放送）のパーソナリティを務めるなど、精力

的に活動されています。この度教区では数あるプログラムの中から

「Peace Dialogue（フィールドワーク）」を受講しました。

2025年度教区仏教少年連盟
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けました。
　平和記念公園前の「平和の泉」では、水を飲みたくて
も油の浮いた水しかなく、それを飲んだ少女の手記を紹
介。「もしも、当時助けを求められたら、自分ならどう
しただろう？」という問いかけに、子どもたちはしばら
く無言になりつつも、「助けることはできないかもしれ
ないけど、放っておくのもきつい」「自分にできること
はしてあげたい」など、それぞれの心の奥から出てくる
言葉を紡いでいました。
　戦後90年という時を迎える頃には、戦争を実際に体験
した方はほとんどいなくなり、語り継ぐ人も少なくなっ
ていくと思います。だからこそ、こうした機会を通し
て、今の子どもたちが平和の大切さを心に刻み、未来へ
とつなげていくことがますます重要になっていくと感じ
ました。今ある平和に感謝しつつ、子どもたちの笑顔が
失われない世界を願う、そんな行事となりました。

『Peace Education Lab』…「価値観を変える学習体験を提供し、人
と社会の変化を育む」ことを目的に、長崎で平和学習を行っている団

体。創業者の林田光弘さんは、2024年12月に日本被団協の一員とし

てノーベル平和賞に参加されたほか、FM長崎の番組「Sunr ise 

Station」（毎朝7時30分放送）のパーソナリティを務めるなど、精力

的に活動されています。この度教区では数あるプログラムの中から

「Peace Dialogue（フィールドワーク）」を受講しました。

2025年度教区仏教少年連盟
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追
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御進納くださいまして
ありがとうございました。
心よりお礼申しあげます。

「御同朋の社会をめざす運動
　　　　　　　（実践運動）」
　　　　　長崎教区委員会
　記事についてのご意見、
ご要望、送付部数のご希望
は長崎教区教務所まで。

教区H.P.
QRコード

2025（令和７）年度行事予定

教堂・教区行事
〇本願寺長崎教堂常例法座
　日　時：2026（令和8）年 1月16日（金）15時～
　ご講師：邊春　真乗　師（本願寺長崎教堂主管）
　日　時：2026（令和8）年 2月16日（月）15時～
　ご講師：緒方　正意　師（諫早組桃原寺）
　日　時：2026（令和8）年 3月16日（月）15時～
　ご講師：木山　響心　師（教堂職員）

〇門徒総代幹部研修会【ホテルフラッグス佐世保九十九島】
　日　時：2026（令和8）年2月25日（水）～2月26日（木）
　ご講師：遠藤　和雅　師
　　　　　(本願寺派布教使/本山法式儀礼研究所主幹/岐阜教区西濃北組正覺寺御住職)
婦人会連盟
〇教区寺族婦人・代表者研修会
　日　時：2026(令和8)年2月12日(木)・13日(金)10時～
　ご講師：松嶋　智譲　師
　　　　　（本願寺派布教使／大分教区中津組照雲寺御住職)
　参加組：12日(木)…長崎組、長崎西組、五島組、諫早組、諫東組
　　　　　13日(金)…佐世保組、平戸組、島原西組、島原南組、島原北組
少年連盟
〇仏の子どものつどい
　日　時：2025（令和7）年12月25日（木）
青年連盟
〇佐賀合同みのりこう【聞法会】
　日　時：2026（令和8）年2月27日（金）19時～
　ご講師：平尾　あゆみ　師
　　　　　（本願寺派布教使/佐賀教区神崎組大立寺）
　場　所：本願寺長崎教堂

教堂・教区行事

婦 人 会 連 盟

布教団
〇『口伝鈔』を読む会
　日　時：2026（令和8）年  2月5日（木）16時～
　ご講師：三栗　章夫　師
　　　　　（長崎組發心寺御住職）
〇教学・布教研修会
　日　時：2026（令和8）年2月20日（金）13時30分～
　ご講師：中島　昭念　師
　　　　　(本願寺派布教使/山口教区美祢東組明嚴寺御住職)
　　　　　森田　義見　師
　　　　　(本願寺派布教使/山口教区下松組勝賢寺御住職)
〇長崎教区・佐賀教区青年布教使交流会
　日　時：2026（令和8）年3月4日（水）
壮年会連盟
〇第2回仏教壮年研修会
　日　時：2026(令和8)年2月7日(土)14時～
　ご講師：足利　一之　師
　　　　　(本願寺派布教使/東北教区宮城組専能寺御住職)
九州行事
〇九州地区仏青連盟リーダー研修会【大分】
　日　時：2026（令和8）年2月7日（土）～8日（日）
〇第5連区青年布教使大会【熊本】
　日　時：2026（令和8）年2月18日（水）～19日（木）
〇矯正教化九州管区研修会【北豊】
　日　時：2026（令和8）年3月13日（金）
本山行事
〇仏青・青年指導者研修会
　日　時：2026（令和8）年2月7日（土）～8日（日）
〇全国布教使大会
　日　時：2026（令和8）年2月9日（月）～10日（火）
〇第44回少年連盟中央研修会
　日　時：2026（令和8）年3月28日（土）～30日（月）
　

九　州　行　事

本　山　行　事

壮　年　会　連　盟

少　年　連　盟

青　年　連　盟

はじめてます!!

※2025年11月時点での予定となります。詳細等は教務所まで
　お問合せください。
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ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

木山　響心さん
諫早組　真楽寺

矢野　風花さん
新郎
新婦

緒方　正意さん
諫早組　桃原寺

岩下　晴香さん
新郎
新婦

隈部　蓮音さん
島原北組　正覺寺（多比良）

藤尾　真琴さん
新郎
新婦

仏
前
結
婚
式

※そのほか詳細等は、チラシ、長崎教区HP、Instagram等ご覧ください。

布　　教　　団


